
基本⽬標 1 みんなが快適に暮らすまち 

 

現 状 施 策 

課 題 
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単位：数

政策 1    
 

 まちなかの充実した都市機能により、 
 多様な⼈が集まるまちをつくる 
 

 

中心市街地に関する政策 

まちなかに集積する充実した都市機能を活かし、県都の顔にふさわしい魅⼒と⾵格
あるまちづくりを進めます。 

地域活性化の起爆剤となる北陸新幹線の早期開業に取り組むとともに、県都の⽞
関⼝となる福井駅周辺の整備促進に取り組みます。

 

 

 

 平成 27 年 3 月の北陸新幹線金沢開業により、金沢や富山では民間の企業活動が活発化し、観光誘客

も増加していることから、福井開業までの間に地域間格差の広がりが懸念されています。 

また、平成 30 年には福井国体が開催され、県外から多くの方が福井を訪れることから、玄関口となる県

都の魅力を高める必要があります。 

 まちなかには、にぎわい交流の核としてオープンしたハピリンやハピテラス等、人が集まる交流拠点を活か

すため、市民や企業、各種団体との連携を図り、着実な活性化を進めることが必要です。 

 今後、新幹線福井開業に合わせ、新たな視点での公共スペースの利活用など、まちなかのにぎわいと人

の交流を創出する好機が訪れています。 

 

 

 

① まちなか観光の回遊性と魅力の向上、県都デザイン戦略に基づく基盤整備 

② まちなかの居住人口を増加させることや、空き地・空き店舗・空きオフィスの利活用 

③ 経済の活性化や、観光誘客の起爆剤となる北陸新幹線の早期開業と並行在来線の健全経営 

 

 

 

 

 

 

 

① まちなかの資源を活かした魅力と風格ある県都の顔をつくる 

・歴史や文化、自然等本市の豊かな資源を活かし、市民が利用しやすい空間を形成します。 

・民間建物のデザイン向上と、質の高い都市デザインに支えられた一貫性のある公共空間の創出に 

より、市民や観光者にとって魅力的な基盤整備を推進します。 

・福井駅周辺の整備を仕上げていくとともに、良好な都市機能を形成します。 

・土地の共同化や高度利用を促進し、商業・業務・文化・福祉等の複合的な都市機能集積を誘導し 

ます。 

② にぎわいのある空間を創出しまちなかの活性化を図る 

・ハピリンを拠点としたにぎわいの創出や、商店街等と連携したイベント開催を支援します。 

・まちなかのリノベーションの動きを促進するとともに、まちなかの出店、開業、創業を支援します。 

・都心居住を誘導するためまちなか居住環境を整備し、にぎわいの創出を図ります。 

・公共交通や自転車等様々な手段によるアクセス性を高めるとともに、回遊性の向上を図ります。 

③ 北陸新幹線の整備を進める 

・北陸新幹線の早期開業を促進するとともに、最大の開業効果が得られるよう利活用を検討します。 

・並行在来線の開業準備を進めます。 
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空き店舗率 支援件数

■ 中心市街地における歩行者・自転車通行量 

（平日・休日の平均）の推移 

■ まちなかの開業支援件数と空き店舗率の推移 

■ 交流拠点（ハピリン・ハピテラス） ■ 県都デザイン戦略（中央公園） 



基本⽬標 1 みんなが快適に暮らすまち 

 

現 状 施 策 

課 題 

政策 2    
 

 地域の特⾊を活かし、 
 ⾃⽴的に発展できるまちをつくる 
 

     

地域に関する政策 

 

地域の特⾊を活かし、快適で個性豊かなまちづくりを進め、誰もが安⼼して暮らせる
地域をつくります。 

地域の状況に応じた誰もが利⽤しやすい交通サービスを提供し、⾃⽴可能なまちづ
くりを進めます。

 

 

 

 

 本市には、さまざまな特長、特色をもった地域があり、それぞれのもつ豊かな資源を活かし地域の活力を

維持していくことが必要です。 

 しかし、地域の特性に応じた交通サービスや、生活に必要な基盤整備は十分とは言えない状況です。 

 個人の価値観やライフスタイルが多様化する中、心の豊かさや、やすらぎを感じられる自然と共生する暮

らしを求める人が増えています。 

 持続可能なまちづくりを進めるため、住み慣れた地域で快適に過ごせる環境を整える必要があります。 

 

 

① 地域に活力をもたらす地域資源や施設の有効活用 

② 快適な地域生活を維持する公共交通ネットワークの構築 

③ 身近に自然を感じられる河川の水辺環境の保全と、住民やボランティアとの協働による公園の維持管

理 

 

 

   

 

 

 

 

① 地域の特色と資源を活かした個性豊かな地域をつくる 

・住み慣れた地域で生涯充実した生活がおくれるよう、地域拠点機能など基盤整備を進めます。 

・地域の特性にあった景観を形成します。 

・空き家を利活用して移住・定住を促進します。 

・地域ぐるみの取組みや都市住民との交流活動を促進し、里地・里山・里海の活性化を図ります。 

② 地域の生活を支える利便性の高い交通システムを構築する 

・地域それぞれの生活圏にあった交通システムを構築します。 

・公共交通相互の乗継ぎや利用しやすいダイヤ編成等、まちなかと地域を結節する交通を円滑にし 

ます。 

③ 快適な市民の憩いの場をつくる 

・良好な河川環境を保全し、憩いの場を創出します。 

・快適な公園の整備・維持管理を進めます。 
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福井鉄道 えちぜん鉄道 バス（コミバス等含む）
単位：千人

■ 公共交通乗車人員の推移 

 渕中央公園  田植え体験 

■ 空き家情報バンク登録数・成約件数の推移 



基本⽬標 1 みんなが快適に暮らすまち 

 

現 状 施 策 

課 題 

政策 3  
 

 強靭な社会基盤と、 
 安全で快適な⽣活環境が整ったまちをつくる 
 

 

社会基盤に関する政策 

 

 

国の方針により、いかなる災害等が発生しようとも、「強さ」と「しなやかさ」を持った安心・安全な地域・経

済社会の構築に向けて、全国的に「国土強靭化」の推進が求められております。 

本市においても、多くの道路・河川等、社会基盤施設が老朽化し、更新時期を迎えつつある中、長寿命

化による効率的な更新・維持管理に取り組んでいるところです。  

 下水道施設においては、公共用水域の水質を保全するための未普及地区解消や、経年劣化に伴う機能

不全を防ぐための計画的な改築更新を含めた、適正な維持管理を行う必要があります。 

 水道やガス事業においては、需要減少に伴う厳しい財政状況の中、安全で安心な安定供給のための施

設更新と同時に、健全経営の取組みが重要となっています。 

 

 

 

① 都市型災害への対応や、建築物の安全確保等、強靭な社会基盤の構築 

② 汚水処理施設の計画的な整備や改築、耐震化と、下水道事業の徹底した健全経営 

③ 水道・ガス施設の計画的な更新・耐震化と、事業の健全経営 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会基盤に関する政策 

 

 
 

 

社会基盤に関する政策 

市⺠⽣活を⽀える道路や河川、建築物の安全性の向上に努め、災害に強い社会
基盤の整備を進めます。 

⽣活排⽔を適切に処理し良好な⽔環境を保つとともに、安全で安⼼なおいしい⽔
と都市ガスを安定供給します。 

 

 

 

① 強靭な社会基盤を整備する 

・既存の道路施設の有効活用を基準に、市道や交通安全施設の整備・維持管理を進めます。 

・河川、水路および下水道施設の計画的な整備・維持管理により、雨による浸水被害を軽減します。 

・耐震化の促進など、建築物の安全性の向上を図ります。 

・社会基盤の整った住宅地を整備し、市内居住の定着を図ります。 

・住宅困窮者のために、良質な住宅を計画的に整備します。 

② 生活排水を適切に処理し良好な水環境を維持する 

・汚水処理施設の普及促進と適切な維持管理を行います。 

・下水道事業を健全に経営します。 

③ 安全で安心なおいしい水と都市ガスを安定供給する 

・おいしい水道水を安全に安定供給します。 

・都市ガスを安全に安定供給します。 

 

 

 

 

 

■ 汚水処理人口普及率の推移 ■ 水道事業給水収益と建設改良費の推移と見込 ■ ポンプ場の更新 ■ 橋梁長寿命化点検 
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